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歌とトーク　多彩なステージ
青島広志のおしゃべりコンサート

　５月11日、ヴィーブルで青島広志のおしゃべりコン
サートを開催しました。
　オペラ、文部省唱歌、ミュージカル曲などさまざま
なジャンルの歌を４４１人が鑑賞しました。ヴィーブル
合唱団の共演や青島さんの歌で、会場は音楽の世界
一色に。観客からは「本格的なプロの歌を生で聴くこ
とができ、素晴らしかったです」「歌声がきれいでし
た」などの感想が聞かれました。

左から青島さん、ソプラノ歌手赤星啓子さん、テノール歌手小野勉さん

熊本ゴールデンラークスが奮闘
都市対抗野球大会

上庄区では長年、ホタルが生息する環境を守り続けています

得意のタックルで九州一に
九州少年少女レスリング選手権大会

　５月11日から12日にかけて、佐賀県で第33回九州
少年少女レスリング選手権大会が行なわれました。
熊本レスリングクラブの今村礼ノ助さん（西合志第一
小４年）が出場し、見事優勝。７月に和歌山県で行な
われる全国大会への出場を決めました。
　今村さんは「練習はきついけど、タックルが決まっ
たときや優勝したときは嬉しかったです。全国大会の
目標はメダルを取ることです」と語りました。

週２回、野々島市民センターで練習を重ねています

小中学校での感染症予防対策を
株式会社セイブクリーンがアドレットを贈呈

　５月20日、株式会社セイブクリーンの坂井さゆり代
表取締役が西合志東小学校を訪れ、貼り替え用のア
ドレット３０８枚を贈呈しました。これは市内小中学
校での感染症予防に役立ててほしいと同社が企画し
たものです。贈呈後は同社社員と同校児童の共同で、
アドレットの貼り替え作業を行ないました。
　アドレットは市内各小中学校の全ての洋便器の蓋
に貼り付けて活用しています。

アドレットを手渡す
坂井代表取締役 (左 )

新しいアドレットに
貼り替え

来場者一体となって楽しむ
れんがの家感謝祭

　５月18日、障がい者支援センターれんがの家で感
謝祭が開催されました。
　当日は雨にもかかわらず、食バザー、わなげやボー
ル当てなどのゲームコーナーに多くの親子連れなど
が来場。来場者参加型イベントとして行なわれたラム
ネの早飲みとパン食い競争では、会場中から「もう少
しだよ、頑張れ」と声援や拍手が送られ、来場者が
一体となって楽しんでいました。

一斉にパンに食いつくパン食い競争

本市で初めて受賞
県食生活改善推進員連絡協議会長表彰

市の昔話を伝承
絵本『合志の昔話』読み聞かせ

　６月４日、西合志第一小学校おはなしボランティアが
西合志第一小学校４年生に絵本『合志の昔話』の読
み聞かせを行ないました。この絵本は、同ボランティア
団体の水上明子さんが執筆し、ことし３月に教育委員
会が発行して、各小中学校へ配ったものです。
　読み聞かせを聞いた4年生は、「合志に昔話がある
と知り、驚きました。絵本で身ぶりを付けて読み聞かせ
てもらい楽しかったです」と喜んでいました。

西合志第一小学校で読み聞かせを行なう水上さん

幻想的な光の祭り
上庄ホタル祭り＆イルミネーション

　５月25日から６月１日にかけて、上庄魅力化推進委
員会（青木委員長）主催の上庄ホタル祭りが開催され
ました。上庄区内の複数箇所でホタルが乱舞し、訪
れた人は幻想的な景色に見入っていました。
　竹迫城跡公園の寛永堀橋周辺では住民の手で飾
り付けされたイルミネーションが点灯。初日の点灯式
では青木委員長が「これからも地域の自然や魅力を
守っていきたい」とあいさつしました。

　５月24日、くまもと森都心プラザで、県食生活改善
推進員連絡協議会長表彰が行なわれ、市食生活改
善推進員から５人が受賞しました。この賞は活動年
数が20年以上の会員に対し贈られるもので、本市で
は初めての受賞です。
　受賞者は「発足当時からこんなに長く続けられた
のも周囲のおかげと思う。これからも市の食改善のた
めに頑張りたい」と語りました。

前列　左から受賞した飯塚さん、宮本さん、宇野さん、栗山さん

　５月25日から６月１日にかけて、熊本市と山鹿市で
第90回都市対抗野球大会九州地区予選が開催され
ました。本市に本拠地を置く熊本ゴールデンラークス
が出場。選手やスタッフ、応援団の皆さん一丸となっ
て戦い抜きました。
　第３代表決定戦で敗れ、惜しくも本戦出場は逃し
たものの、見ている人たちに感動を与えた同チーム。
今後の活躍が期待されます。

チームワークを生かして戦いました

※アドレットとは消臭、抗菌、抗ウイルス効果を持った特殊な塗料を使用したシート。
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